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柳田雑記（12） 
大坂正明氏の逮捕について 

革共同中核派の大坂正明氏が逮捕された、

まことに残念なことだ。 

４６年前の渋谷暴動で、警察官を殺害した殺

人容疑である。 

４６年も前のことは時効である。 

権力は殺人罪についてはちゃつちゃつと時効

をはずしている。 

世界のどこに４８年も前の事件をとりだして逮

捕する国があるだろうか。 

１９７０年初頭全世界で反戦運動が広がった。

イタリーの赤い旅団は時の首相モロを暗殺し

た。その実行犯を含めてはるか前に釈放され

７０年代の事件を追跡する国はない。 

 

こんなことを今だにやっているのは日本だけ

である。 

日本は先進国だそうだが、こと権力にたてつく

者に対する弾圧はおよそ先進国の名にあたいしない。 

2017/5/.23 柳田 健  

  

◆1971年「11･14」沖縄返還協定批准阻止闘争 

── 機動隊に撲殺された永田典子さん 

またまた話が逸れる。先に 1971年の沖縄返

還協定批准阻止の闘いで「機動隊員殺害」の

容疑で逮捕されたO氏（まだ容疑とされている

事件の真偽が確定していないので、あえて O

氏とする）に因んで、ここでも機動隊に撲殺さ

れた若い女性教師・永田典子さんのことを思

い出した。私は中核派でもなんでもないが、立

場は違え当時沖縄闘争に必死で闘っていた者として一言記しておきたい。当時の政府の判断の

誤りが、今の沖縄の現状に繋がっていることで、立場は違え当時必死に闘っていたことは間違い

ではなかったと今でも思っている。 
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「機動隊員殺害」を言うのであれば、樺さんと違い無名だが、機動隊による、この若い女性教師惨

殺のことも公平に報じるべきだろう。この女性教師も樺さんの『人しれず微笑えまん』を読んでいた

という……。樺さんも永田さんも、どのような想いで闘いに参加し、殺される間際、何を思ったのだ

ろうか。なんとも言えない気持ちになる。 
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